



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































負わねばならないし，それなり の厳しし ､教育を自覚しなければならない， と
年長だからという理由だけで何も厳しい処分を決定いう意味である。勿論，
されるものではない。
少年法の保護手続と刑事手続というように分れ現在，児音福祉法の手続，
年長少年に対する特別な手続を加えると， 少年に対する手続は４ているが，
つになるわけである。特別手続の背景に法務省と裁判所のなわばり争いの妥
協というようなことがあるとすれば，これは論外である。少年のための制度
としていかに有効か， 少年のために改正をすべき点はどこか， を検討してほ
手続は少年のい意味で多様化されるならば，もしも処分力江しい゜論者は，
パレンス・パトリニ思想の再検討 (渡辺則芳）６３
保護か刑事処罰かという ようにこ分するだけで現在は十分であると思われる。
さらに年令も22才まで引上げる方が少年保護の理念にかなうものと考えてい
あまりに凶悪な少年のケースは家庭裁判所の判断で刑事手続に変えればる。
よいと思うからである。
｢少年保護の思本稿は， 昭和54年12月11日比較法制研究所所員研究会において
と題して発表した原稿の一部を若干手直ししたものである。想」 細部の検討は後日
に期したい。
